
【発明の概要】 

マ イ ク ロ 流 路 を 用 い た 粒 子 分 離 技 術 の 一 つ で あ る Deterministic Lateral

Displacement(DLD)を応用した新たな粒子分離技術である。DLD 流路を温度応答性高分

子ゲルを用いて作製することによって、分離される粒子径の調節が可能となった。 

 従来のマイクロ流路を用いた受動的分離手法は、分離される粒子径が固定されてい

るため汎用性の低下を招いていた。本技術ではマイクロ流路を構成するピラーの材料

として温度応答性高分子ゲルを用いることにより、温度制御により容易に分離する粒

子径を調節可能とし汎用性の高い分離デバイスとした。 

【応用分野・適用製品】 

生体粒子やポリマー粒子の分離。 

【産学連携会員企業の皆様へのアピールポイント！】  

・細胞やポリマー粒子などをマイクロ流路に流すだけで容易に分離可能です。

・流路の温度制御により分離される粒子径を容易に調節可能です。
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